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　平成 25 年度第一回目の技術開発委員会を開催しました。
【詳細は 2 頁】

技術開発課題の説明
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六
月
一
四
日
、
四
国
森
林
管

理
局
に
お
い
て
、
今
年
度
第
一

回
目
の
技
術
開
発
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

技
術
開
発
委
員
会
は
、
四
国

森
林
管
理
局
技
術
開
発
委
員
会

運
営
要
領
に
基
づ
き
、
技
術
開

発
の
計
画
・
評
価
・
方
法
等
に

つ
い
て
意
見
を
聴
く
も
の
で
、

森
林
生
態
学
、
林
木
育
種
、
遺

伝
資
源
、
森
林
管
理
経
営
等
の

専
門
家
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
二
四
年
度
に

実
施
し
た
四
課
題
の
調
査
結
果

等
及
び
二
五
年
度
新
規
課
題
の

「
下
刈
省
力
化
に
よ
る
シ
カ
食

害
低
減
効
果
の
検
証
」
を
加
え

た
技
術
開
発
実
施
計
画
に
つ
い

て
審
議
を
願
い
意
見
を
伺
い
ま

し
た
。

　

委
員
か
ら
は

①
「
天
然
林
に
お
け
る
ス
ギ
天

然
更
新
技
術
の
確
立
」
で
は
、

稚
樹
の
発
生
に
関
し
て
、
環
境

の
異
な
る
条
件
毎
の
更
な
る
分

析
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

②
「
保
育
作
業
の
省
力
化
に
よ

る
森
林
育
成
技
術
の
確
立
」
で

は
、
除
伐
の
省
力
化
に
は
大
い

に
期
待
し
て
お
り
、
様
々
な
異

な
る
試
験
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

③
「
ヒ
ノ
キ
天
然
更
新
地
の
更

新
技
術
の
確
立
」
で
は
、
天
然

更
新
は
不
確
実
性
で
あ
る
が
、

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
は
一
手
間
か
け

れ
ば
確
実
に
育
つ
だ
ろ
う
。

④
「
囲
い
わ
な
に
よ
る
効
率
的

な
シ
カ
捕
獲
試
験
」
で
は
、
シ

カ
捕
獲
の
拡
大
に
向
け
、
セ
ン

タ
ー
開
発
わ
な
の
更
な
る
普
及

に
期
待
し
て
い
る
。

⑤
「
下
刈
省
力
化
に
よ
る
シ
カ

食
害
低
減
効
果
の
検
証
」
で
は
、

シ
カ
食
害
に
よ
る
リ
ス
ク
の
可

能
性
は
あ
る
も
の
の
、
あ
ら
ゆ
る

試
験
を
試
み
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
国
有
林
で
あ
り
期
待
し
て

い
る
。

　

等
各
課
題
に
対
し
多
く
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
頂
き
ま
し
た
こ
れ
ら
の

貴
重
な
意
見
等
を
踏
ま
え
て
、

 

技
術
開
発
課
題
に
貴
重
な
意
見

「
平
成
二
五
年
度
第
一
回
技
術
開
発
委
員
会
」
を
開
催

〈
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
〉

平成25年度第１回技術開発委員会

今
後
の
試
験
地
設
定
の
あ
り
方

な
ど
技
術
開
発
に
活
か
し
て
行

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

国
有
林
野
事
業
安
全
週
間
中

の
取
組
み
と
し
て
、
局
署
等
に

お
い
て
職
員
参
加
に
よ
る
安
全

大
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
職
員

一
人
一
人
の
安
全
意
識
を
高

め
、
決
意
を
新
た
に
災
害
の
未

然
防
止
を
誓
い
ま
し
た
。

　

局
に
お
い
て
は
、
週
間
の
初

日
に
局
長
と
業
務
管
理
官
、
三

部
長
に
よ
る
安
全
旗
の
掲
揚
、

週
間
中
に
は
各
課
輪
番
制
に
よ

る
安
全
旗
の
掲
揚
を
行
い
、
安

全
意
識
の
高
揚
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
七
月
一
日
の
局
の
安

全
大
会
で
は
、
局
長
よ
り
災
害

の
発
生
状
況
、
労
働
災
害
防
止

の
責
務
及
び
交
通
事
故
防
止

の
取
組
等
の
訓
示
を
受
け
る

と
と
も
に
、
高
知
警
察
署
形
岡

交
通
課
長
よ
り
、
「
交
通
事
故

の
防
止
に
つ
い
て
」
と
題
し
て

講
話
が
行
わ
れ
、
交
通
事
故
の

発
生
状
況
や
、
自
転
車
の
交
通

ル
ー
ル
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
ヒ
ュ
ー
マ

ン
エ
ラ
ー
に
つ
い
て
、
豪
華
客

船
「
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
」
の
事

故
を
例
に
挙
げ
て
説
明
が
あ
り

　
国
有
林
野
事
業
安
全
週
間
を
終
え
て〈

総
務
課
〉
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高
知
警
察
署
形
岡
課
長
（
左
側
）

飲
酒
状
態
を
再
現
し
た
ゴ
ー
グ

ル
を
付
け
た
職
員
（
右
側
）

　

職
員
定
期
表
彰

職
員
も
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

各
署
等
に
お
い
て
も
工
夫
を

凝
ら
し
た
行
事
を
実
施
し
、
安

全
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
週
間
中
に
実

施
し
た
こ
と
を
単
な
る
行
事
と

し
て
捉
え
ず
、
「
安
全
第
一
」

を
共
通
の
認
識
と
し
て
今
後
の

安
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
職

員

定

期

表

彰

〈
総
務
課
〉

　

平
成
二
五
度
国
有
林
野
事
業

職
員
定
期
表
彰
式
を
六
月
一
九

日
、
局
大
会
議
室
で
行
い
ま
し

た
。

　

表
彰
式
で
は
、
新
木
局
長
か

ら
受
賞
者
の
長
年
に
わ
た
る
職

務
へ
の
努
力
と
受
賞
者
を
支
え

て
こ
ら
れ
た
家
族
の
方
へ
の
労

い
の
言
葉
と
『
今
年
四
月
か
ら

一
般
会
計
移
行
し
、
今
後
は
一

層
の
公
益
重
視
の
管
理
経
営
を

行
う
と
と
も
に
、
民
有
林
支
援

の
強
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
皆
様
方
が
長
年

に
亘
り
培
わ
れ
た
豊
富
な
見
識

と
経
験
を
今
後
と
も
活
用
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
職
場
に
お
い
て
、
開

か
れ
た
「
国
民
の
た
め
の
森
林
」

に
向
け
、
ま
た
、
民
有
林
も
含

め
た
四
国
全
体
の
森
林
・
林
業

の
活
性
化
に
向
け
、
精
一
杯
御

尽
力
願
い
た
い
。
』
と
の
式
辞

が
あ
り
、
受
賞
者
一
人
一
人
に

表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
、

総
務
企
画
部
長
の
斎
藤
さ
ん
か

ら
、
「
適
切
で
効
率
的
な
事
業

運
営
の
確
保
を
図
る
中
で
、
新

た
な
国
有
林
野
事
業
の
姿
を
地

域
に
示
し
て
い
く
た
め
の
取
組

を
進
め
、
自
分
自
身
に
何
が
で

き
る
の
か
を
問
い
た
だ
し
、
国

民
や
地
域
の
皆
様
の
信
頼
を
得

つ
つ
、
更
に
努
力
を
重
ね
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
」

と
答
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

永
年
勤
続
表
彰
受
賞
者

○
三
〇
年
以
上
（
二
三
名
）

総
務
企
画
部
長�

技　

斎
藤　

均

森
林
整
備
部
長�

技　

鶴
園
重
幸

総
務
企
画
部�

技　

榛
田
力
男

技　

橋
本　

明

事　

山
本
由
香

計
画
保
全
部�

技　

山
口
誠
司

技　

松
浦
尚
良

森
林
整
備
部�

技　

森
野
清
繁

技　

藤
原
達
博

徳
島
署�

技　

宮
本　

亨

愛
媛
署�

技　

松
本
誠
也

技　

冨
田
忠
男

技　

川
村
之
二

技　

菅　

康
生

四
万
十
署�

技　

金
子　

浩

技　

宮
本
政
澄

高
知
中
部
署�

技　

宮
永
宏
行

技　

原
田
康
弘

技　

中
村
哲
郎

安
芸
署�

技　

内
田
雅
巳

技　

田
上
弘
樹

技　

井　

英
三

森
林
技
術
員�

小
松
郷
史

○
二
〇
年
以
上
（
九
名
）

総
務
企
画
部�

事　

清
岡
聡
子

森
林
整
備
部�

技　

古
庄
弘
英

技　

中
川
往
樹

香
川
所�

技　

川
崎
幸
子

技　

澤
村
昭
文

四
万
十
署�

技　

川
渕
貴
夫

技　

中
川
正
一

嶺
北
署�

事　

松
本
充
弘

安
芸
署�

技　

岡　

一
志
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五

月

二

三

日
、

高

知

県

四
万
十
町
立
北
ノ
川
中
学
校
の

全
校
生
徒
二
二
名
を
対
象
に
、

北
ノ
川
の
学
校
林
で
樹
木
学
習

及
び
間
伐
体
験
を
実
施
し
ま
し

た
。
同
校
で
は
、
毎
年
学
校
林

で
間
伐
体
験
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
専
門
的
な
技
術

を
指
導
願
い
た
い
と
依
頼
が
あ

り
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

最
初
に
、
学
校
林
へ
行
く
途

中
の
民
有
林
作
業
道
周
辺
の
樹

木
の
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
学
校
林
到
着
の

後
、
学
校
林
内
の
状
況
や
間
伐

の
意
義
及
び
山
の
保
全
等
に
つ

い
て
説
明
し
、
次
に
間
伐
の
順

序
、
安
全
に
関
す
る
注
意
事
項

を
説
明
し
な
が
ら
、
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
間
伐
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
、
生
徒
達
の
間
伐

の
体
験
で
す
。
四
班
に
分
か
れ

て
、
伐
倒
方
向
の
確
認
を
し
た

後
、
受
口
、
追
口
と
ノ
コ
ギ
リ

を
入
れ
ま
す
。
最
初
は
ノ
コ
ギ

リ
が
う
ま
く
使
え
ず
苦
労
し
て

い
ま
し
た
が
、
次
第
に
馴
れ
て

く
る
と
上
手
に
使
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
倒
れ
き
ら
な
い

間
伐
木
を
ロ
ー
プ
を
使
っ
て
安

全
に
倒
す
と
歓
声
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
間
伐
し
た
木
を
利

用
し
て
コ
ー
ス
タ
ー
作
り
に

挑
戦
し
、
で
き
た
て
の
コ
ー
ス

タ
ー
の
臭
い
を
嗅
い
だ
り
、
友

達
と
大
き
さ
を
比
べ
た
り
し
て

い
ま
し
た
。

　

「
今
日
の
、
間
伐
体
験
は
、

大
変
だ
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ

た
。
作
業
道
で
木
の
説
明
を
し

て
い
た
だ
い
て
と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
コ
ー
ス
タ
ー
も

作
ら
せ
て
も
ら
っ
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
正
し
い
間
伐
の

仕
方
が
理
解
で
き
た
し
、
森
林

の
こ
と
も
勉
強
で
き
た
の
で
良

か
っ
た
で
す
。
」
等
の
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。

　

生
徒
達
に
と
っ
て
、
間
伐
を

体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

の
産
業
と
し
て
の
林
業
や
、
間

伐
の
大
切
さ
等
を
理
解
し
、
森

林
環
境
に
つ
い
て
の
意
識
が
高

ま
っ
た
一
日
に
な
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

「
樹
木
学
習
及
び
間
伐
体
験
」

〈
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

　

五
月
三
一
日
、
足
摺
宇
和
海

国
立
公
園
内
に
あ
る
滑
床
渓
谷

で
、
愛
媛
県
松
野
町
立
松
野
東

小
学
校
全
校
児
童
が
「
森
と
も

登
山
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
校
は
、
愛
媛
県
教
育
委
員

会
の
「
森
は
と
も
だ
ち
推
進
事

業
」
の
指
定
校
と
し
て
、
平
成

二
三
、
二
四
年
度
森
林
学
習
に

力
を
注
い
で
い
ま
し
た
が
、
今

後
も
引
き
続
き
森
林
に
ふ
れ

あ
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
嬉
し

 

滑な
め
と
こ床
渓
谷
は

自
然
の
大
遊
園
地

〈
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

い
言
葉
を
い
た
だ
き
、
今
回
の

森
林
教
室
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
午
前
中
は
、
万
年
荘

か
ら
千
畳
敷
ま
で
約
二
キ
ロ
を

往
復
し
ま
し
た
。
往
路
で
は
、

渓
谷
沿
い
の
歩
道
を
散
策
し
な

が
ら
、
「
森
林
の
は
た
ら
き
」

や
、
こ
の
不
思
議
な
渓
谷
の
「
お

い
た
ち
」
「
植
生
」
な
ど
を
勉

強
し
、
復
路
は
林
道
を
歩
き
な

が
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
葉
書
用
の

珍
し
い
葉
っ
ぱ
や
花
を
集
め
ま

し
た
。

　

歩
道
に
は
、
険
し
い
個
所
も

あ
り
ま
す
が
児
童
は
、
食
虫
植

物
や
大
き
な
木
に
驚
き
な
が
ら

元
気
い
っ
ぱ
い
力
強
く
進
ん
で

い
ま
し
た
。

　

三
時
間
の
登
山
も
終
盤
に
差

し
掛
か
る
と
空
腹
と
の
戦
い
に

な
り
、
漏
れ
る
言
葉
は
数
分
お

き
に
「
後
何
分
で
着
く
？
」
。

　

待
ち
に
待
っ
た
お
弁
当
で
栄

間伐作業


